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２２１

ケガニの齢期判別法と成長

　佐々木　潤，�原　康裕

　北海道東部太平洋のケガニの成長モデルを提示した。
まず，形態学的観点から，天然採集個体と飼育個体の両
方について齢期判別を試み，第９齢期までを判別した。
次に，形態で判別できなかったケガニについて，天然採
集個体のサイズ分布に統計学的解析を行なった。甲長と
体重のデータに２変量正規分布を当てはめることにより
第１７齢期までを判別した。さらに，天然採集稚ガニのサ
イズ分布の変化を月ごとに追跡することにより，着底後
から第１０齢期までのケガニの成長を明らかにした。最後
に，ケガニの成長モデルを提示するとともに，甲殻類一
般の成長モデル式としてヘヴィサイド関数の応用を提唱
した。

Ａ２８９　北水試研報　５５　２９－６７　１９９９

オホーツク海におけるケガニ浮遊幼生の動態に関する

基礎研究

桑原　久実，水島　敏博

　オホーツク海におけるケガニ資源の変動機構を明らか
にするため浮遊幼生の動態に着目し，室内実験，数値シ
ミュレーションおよび現地での浮遊幼生分布調査を行っ
た。
　１）ケガニのゾエア幼生の遊泳速度は，齢期が進につ
れ活発になるが，垂直・水平方向とも最大で２０ mm ／ｓ
程度であり，海洋の流れによって受動的に移動させられ
ているものと考えられた。２）宗谷暖流と中冷水の境界
ではキャベリング現象による下向きの沈降流が生じ，こ
の様な沈降流の発生領域とケガニ密度調査の高分布域と
良く一致した。３）１９９４年６月上旬宗谷海域にあったケ
ガニの３～４期ゾエア幼生は，北海道のオホーツク海沿
岸を南下し，６月下旬には能取岬の沖合でゾエア５期・メ
ガロパとして集積する可能性を示した。

Ａ２９０　北水試研報　５５　６９－７７　１９９９

和文要旨

噴火湾および周辺海域におけるケガニおよびクリガニ

浮遊幼生の分布

高柳　志朗，宇藤　均，依田　孝，上田　吉幸

　１９８９年～１９９２年，４月から６月初旬に各年５回，北海
道南部の噴火湾とその周辺海域に２５～１０１の調査点を設
け，ケガニおよびクリガニ浮遊幼生の分布様式や分布量
を明らかにするための調査を行った。稚魚ネット（口径
１３０㎝ または１５０㎝，網地の長さ４．５m，目合０．６３㎜）を
用いて，日の出から日没までの明るい時間帯に表層１０分
間曳きにより幼生の採集を行った。ケガニ・クリガニと
もゾエアⅠ～Ⅴ期とメガロパ期の幼生が採集された。ケ
ガニおよびクリガニ幼生は調査海域のほぼ全域にわたっ
て分布した。ケガニ幼生は多いところでは１曳網あたり
数万尾を超え，１万尾以上採集された調査点も数多く，
この海域のケガニ幼生の分布密度は高いと考えられた。
２種の幼生は集中分布をしており，お互いの分布はおおむ
ね重複すると考えられた。ケガニ幼生の高密度域の出現状
況は時期・年によって変化し，同時に調査海域内の分布量
も時期・年によって大きく変動した。これらは噴火湾周辺
の海洋構造や水の流動と深く関連することが示唆された。
Ａ２９１　北水試研報　５５　７９－８７　１９９９

道東太平洋におけるケガニの生殖周期

佐々木　潤

　道東太平洋岸の第１０齢期～第１７齢期のケガニについ
て，雌雄の脱皮ステージの月変化，G．S．I．の月変化，産
卵後メスの出現状況，交尾栓保有メスの出現状況，抱卵
個体の胚の状態，産卵中メスの生殖腺の観察，脱皮ステ
ージと G．S．I． との関係，G．S．I．と熟度との関係，胚発
生の観察から，それぞれの脱皮期，交尾期，産卵期，孵
化期，抱卵期間の推定を行った。これら推定結果から生
殖周期モデル（交尾周期，産卵周期）の構築を行ない，
オスについては大多数が１年周期，メスについては約２
年あるいは約３年周期のモデルを得た。

Ａ２８８　北水試研報　５５　１－２７　１９９９

２２１



２２２

噴火湾周辺海域におけるケガニ (Erimacrus isenbeckii)，

クリガニ属 (Telmessus) 幼生の出現盛期

　上田　吉幸、宇藤　均、高柳　志朗、依田　孝

　１９８９～１９９５年に噴火湾周辺海域においてケガニおよび
クリガニ属幼生を採集した結果，ケガニのゾエアⅠ期は
３月中旬～４月上旬，ゾエアⅡ期は４月上旬～４月下旬，ゾ
エアⅢ期は４月上旬～５月中旬，ゾエアⅣ期は４月下旬～５
月中旬，ゾエアⅤ期は５月上旬～５月下旬，メガロパ期は
５月下旬～６月中旬に出現盛期がみられた。クリガニ属の
ゾエアⅠ期は３月中旬，ゾエアⅡ期は４月上旬～４月下旬，
ゾエアⅢ期は４月中旬～５月中旬，ゾエアⅣ期は４月下旬～
５月上旬，ゾエアⅤ期は５月上旬～５月下旬，メガロパ期
は５月上旬～６月中旬に出現盛期がみられた。これらの結
果から，ケガニおよびクリガニ属幼生のステージ毎の所
要日数，ケガニの孵化盛期や着底の盛期を推測した。ま
た，ケガニとクリガニ属の組成の違いや，水温による幼
生の出現時期の年変動についても検討した。
　

Ａ２９３　北水試研報　５５　９７－１０３　１９９９

室内飼育によるケガニおよびクリガニの稚ガニの成長

水島　敏博

　噴火湾のケガニとクリガニの天然メガロパを採集し，
室内水槽により，水温１２℃ で稚ガニの４～５齢まで飼育
し，両種の成長を比較した。稚ガニ４齢までの成長はい
ずれも指数曲線的な成長を示した。脱皮１回当たりの成
長量はケガニの方が大きかったが，各齢期間の脱皮所要
日数はクリガニが６日前後短かった。また，稚ガニ２齢
からは甲幅と甲長の相対成長が異なることを示した。

Ａ２９４　北水試研報　５５　１０５－１０７　１９９９

噴火湾におけるケガニおよびクリガニ稚ガニの分布

宇藤　均，高柳　志朗，上田　吉幸

　両種の稚ガニは主に湾東部海域および湾南部海域にみ
られ，湾奥および湾西部海域では少なかった。湾東部海
域ではケガニは沖に張り出す海底段丘上に広く分布して
いたが，クリガニは沿岸域に片寄る傾向がみられた。湾
南部海域では海底の傾斜がきつく，両種の分布は沿岸に
片寄っていた。ケガニは水深１０～８０ｍに，クリガニは主
に水深１０～５０ｍに分布した。両種ともシルト・粘土が５０%
以上を占める地点では少なかった。

Ａ２９５　北水試研報　５５　１０９－１１３　１９９９

噴火湾におけるケガニ（Erimacrus isenbeckii），クリガニ

（Telmessus cheiragonus）幼生の鉛直分布と日周移動

依田　孝、高柳　志朗、宇藤　均、上田　 吉幸
　
　１ ９ ８ ９ 年 ～ １ ９ ９ １ 年 の ４ ， ５ 月 に噴火湾でＭＴＤネット
（水深 ０，１０，２０，３０，４０m）によってケガニ，クリガニ幼
生を採集し，鉛直分布と日周移動について検討した。
　両種の間で鉛直分布に顕著な相違はみられなかった。
また，ゾエア期とメガロパ期の間にも，顕著な相違はみ
られなかった。
　幼生は，日中，水深０～４０m 層に分散して分布してい
るが，日没後に浮上して表層近くに集中分布していた。
また，両種のメガロパ期幼生には走光性が認められ，浮
上行動との関連が示唆された。

Ａ２９２　北水試研報　５５　８９－９６　１９９９

 和文要旨



２２３

標識放流試験からみた道南太平洋の成体ケガニの移動

三原　栄次，佐々木正義

　１９７５年４月～１９９１年３月に道南太平洋で実施されたケ
ガニの標識放流試験の再捕結果から，水平移動について
検討した。放流から再捕までの直線移動距離の平均は，
雄が８．２km，雌が２１．４km であった。雄ケガニは，噴火
湾や日高西部海域では，ほとんど水平移動をしないが，
噴火湾湾口北東部から門別町までの海域では，西方への
移動がみられた。西方移動は，季節的なものでなく，長
期的な移動であることが示唆された。雌ケガニは雄より
も移動距離が長いが，移動方向に規則性は認められなか
った。雌は生活周期の変化に対応して，広範囲に移動し
ていると示唆された。

Ａ２９７　北水試研報　５５　１２３－１３０　１９９９

ケガニかごの雄ケガニに対する網目選択性

西内　修一

　目合内径５７mm，７２mm，８７mm，１０２mm および１１７mm
の５種類のケガニかごを用いて操業試験を実施し，
SELECT モデルおよびマスターカーブ法を用いて網目選
択性を調べた。赤池の情報量規準 (AIC) によるモデル選
択を行った結果，目合の大きいかごほどケガニの遭遇確
率が高くなる傾向がみられた。マスターカーブの推定に
おいては，変数 L０と m０ の導入の妥当性が示された。マ
スターカーブから，現行の規制サイズである甲長８０mm
が５０％選択甲長となる目合内径は１１２mm と推定された。
また，この目合の選択性レンジは５．２mm と推定され，ケ
ガニかごが鋭い網目選択性を有することが確認された。

Ａ２９８　北水試研報　５５　１３１－１３９　１９９９

ケガニの資源管理の問題

阿部　晃治

　１９６８年漁期から北海道は危機的な状態にあったケガニ
資源の維持、増大を図るため，漁獲量割当方式による資
源管理を行ってきた。しかしながら，今日においてもケ
ガニ資源は依然として低位傾向にあり，実効性のある資
源管理方式として評価されていない状況にある。
　本書では，本方式を採用するに至った経緯と背景を述
べながら，当初から存在していた多くの問題点の有効な
解決策が図れないままに推移してきたことが，ケガニ資
源の減少の原因であったことを述べた。また，今後のケ
ガニ資源管理のあり方について考察した。

Ａ２９９　北水試研報　５５　１４１－１５３　１９９９

１９９１年秋季における噴火湾及び胆振太平洋沿岸域の雄ケ

ガニの分布特性と海洋構造の関係

佐々木正義，田中　伸幸，上田　吉幸

　北海道噴火湾及びその周辺水域における秋季の雄ケガ
ニの分布と海洋構造の関係を明らかにするため，１９９１年
９月下旬～１０月上旬にかけて調査を行った。沿岸の水温
９～１４℃ の水域に甲長５０㎜ 未満の未成体，その沖合の水
温４～９℃ に甲長５０㎜ 以上の成体が主として分布し，津
軽暖流水を中心とした水塊分布と対応していた。このこ
とから，このような分布特性は，発育段階による水温適
応の相違とこの時期の水塊配置によって引き起こされた
と考えられた。

Ａ２９６　北水試研報　５５　１１５－１２２　１９９９
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２２４

ハナサキガニの初期成長

　鳥澤　雅，河野　象威，坂本　樹則，博田　功

　北海道東部太平洋沿岸および根室半島沿岸において採
集したハナサキガニの浮遊幼生および未成体ガニ，なら
びに海中で中間育成されていたハナサキガニ人工種苗の
甲長測定資料に基づき，ハナサキガニの初期成長を検討
した。その結果，少なくとも４～６月の間に天然採集で
得られた未成体ガニは，すべて採集年の前年以前にふ化
した個体であると考えられ，ハナサキガニは満１歳の４
月になっても甲長１０mm 前後にしか成長しないと考えら
れた。したがって，これまでに報告のあった満１歳で平
均甲長３１mm とする初期成長の推定は過大であると判断
された。

Ａ３０１　北水試研報　５５　１６１－１６７　１９９９

根室半島の潮間帯におけるハナサキガニの食性

佐々木　潤，�原　康裕

　根室市歯舞地区イソモシリ島潮間帯から採集したハナ
サキガニの胃内物を分析した。その結果，主にナガコン
ブとピリヒバを摂餌していることが明らかになった。

Ａ３０２　北水試研報　５５　１６９－１７２　１９９９

道南太平洋海域におけるオオズワイガニの成長

渡辺　安廣，丸山　秀佳

 　噴火湾から胆振太平洋海域で，１９８５年３月から１９８７年
６月にかけて漁獲されたオオズワイガニの年齢と成長に
ついて検討した。甲幅組成を正規分布に分解した結果，
未成体雄は甲幅２８～１３４mm の範囲で７齢期群，成体雄は
甲幅７５～１４８mm の範囲で４齢期群が認められた。雌で
は，未成体の甲幅２８～９８mm の範囲で５齢期群，成体の
甲幅７６～１１４mm の範囲で２齢期群が分離された。未成体
期の雌雄間で成長差は認められなかった。成体期では雌
雄の成長に大きな差が見られた。雌雄ともに同一齢期で
は未成体期から成体期への移行時の成長差は見られな
い。ふ出後１年で甲幅３３mm（�齢期），２年で甲幅７１mm
（�齢期）に成長し，�齢期の成体に達するのは２．５年
と推定された。

Ａ３０３　北水試研報　５５　１７３－１８３　１９９９

道東太平洋におけるハナサキガニ Paralithodes brevipes 

の初期成長

佐々木　潤，吉田　英雄

　釧路町冬床窓ローソク岩付近潮間帯で，１９９０年～１９９１
年の２年にわたってハナサキガニを調査した。その結果，
天然では初めて第２齢期個体が採集された。また，甲長
組成の変化から６月前後に幼生が着底すること，潮間帯
では３年程度生活すること，成長は主に春季から秋季に
みられ，冬季間はほとんど成長しないことが想定された。

Ａ３００　北水試研報　５５　１５５－１６０　１９９９
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２２５

ホッカイエビ（Pandalus latirostris）幼生の分布と発生量

の年変動

　水島　敏博，高谷　義幸

　１９７８年～１９８７年の北海道東部の野付湾におけるホッカ
イエビ幼生の分布域および発生量の年変動は，ふ出期の
親の分布域および密度の変化とよく同調し，発生量の多
い年は湾全域に，少ない年は湾東奥部に多く分布する傾
向が見られた。調査期間中の幼生の発生量の年変動は最
大が１９８７年の１８０．４尾／丸特ネット／曳，最小が１９８３年の
２２．２尾／曳，で約８倍の差があった。ふ出期の幼生発生
量と雌との量的な年変動は良く一致し，両者の量の年変
動が同調する要因としては，幼生の直達的な発生で，浮
遊生活をせずに直ちにアマモ葉上での匍匐生活をするこ
と，さらに流れの影響の少ない湾奥のアマモの濃密域を
ふ出の中心域とすることで，幼生が湾内から湾外へ逸散
しないという繁殖特性が大きく影響していると考えられ
た。

Ａ３０５　北水試研報　５５　１９７－２０５　１９９９

石狩湾におけるシャコ Oratosquilla oratoria (De Haan) 

の巣穴分布と底質

鳥澤　雅，西内　修一，三橋　正基，永井　雄幸

　石狩湾の水深１０～２３mの海域で海底堆積物の粒度分析
とシャコ巣穴の計数及び巣穴と巣穴内に生息していたシ
ャコの計測を行った。堆積物粒度の分類型は適用した１３
分類型のうち７分類型が見出され，いずれの分類型の海
底からもシャコの巣穴が見つかった。また海底のシャコ
巣穴密度が底質によって異なるという結果は得られなか
った。巣穴の大小２つの開口部径間には正の相関関係が
見られた。しかし巣穴開口部径または巣穴長とそこに生
息するシャコの甲長との間に相関関係は見られなかっ
た。

Ａ３０６　北水試研報　５５　２０７－２１６　１９９９

小樽東部海域におけるシャコ（Oratosquilla oratoria）の

移動回遊

依田　孝

　１９７５，１９７６，１９７７年の１１月上旬，成体期におけるシャコ
の移動回遊を確かめるため，小樽東部海域で標識放流試
験を実施し，生活年周期別（索餌期，産卵期，産卵後期）
の移動状況を検討した。
　年次別，生活年周期別の再捕状況から，産卵後期の一
部を除いては，あまり大きな移動はしておらず，定着性
の強いことが示唆された。また，一部の個体は，索餌期
から産卵期，産卵後期までの約１０カ月間，脱皮しないも
のと思われる。

Ａ３０７　北水試研報　５５　２１７－２２６　１９９９

石狩湾におけるホッコクアカエビ（Pandalus eous, 

Makarov）の鉛直分布

前田　圭司，西内　修一

　石狩湾におけるホッコクアカエビの鉛直分布を調べる
目的で，１９９３年～１９９５年に計６回の調査を実施した。表
層から海底まで鉛直に設置したロープにえびかごを取り
付けた漁具と開閉式のORIネットを使用して，計３４０個体
のホッコクアカエビを採集した。そのうちの２９０個体は中
層から採集されたもので，浮上群の大部分は雄で構成さ
れていた。しかし，性転換，非抱卵雌，抱卵雌も少数な
がら採集されたことから，ホッコクアカエビはすべての
発育段階において中層に分布することが明らかになっ
た。発育段階別に分布深度を比較すると，雄が最も浅い
深度帯に分布し，性転換，雌の順に分布深度が深くなっ
た。さらに雄については小型の個体ほど浅い深度帯に分
布することが示され，成長に伴って鉛直移動の分布深度
が深くなることが示唆された。水温および塩分から分布
域の水塊構造を分析した結果，ホッコクアカエビは対馬
暖流中層水より下層に分布することが判明した。

Ａ３０４　北水試研報　５５　１８５－１９６　１９９９
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